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【課題の概要】 
本研究は、研究代表者らが世界に先駆けて開発した、ゲノム

編集技術（mitoTALEN 法）を用いて、未解明の植物ミトコン
ドリア遺伝の基礎的性質を明らかにし、さらに、ミトコンド
リアゲノム改変集団を構築して、育種応用を図り、新規細胞
質雄性不稔（CMS）の創出など、ミトコンドリアゲノム育種
基盤の構築を目指すものである。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
本研究は、研究代表者らの開発した独創的技術を用いるこ

とにより、今までほとんど手付かずであった、植物ミトコン
ドリア遺伝の全貌の解明が期待でき、学術的意義は極めて大
きい。さらに、研究成果は細胞質雄性不稔の安定的利用につ
ながり、作物育種への大きな貢献も期待できる。 

 


